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1. 研究成果の概要

１．患者CGを実際の病室映像と合成をしてメタバース空間に設置することが可能となった。

２．チャットボットを活用した患者との会話シナリヲ（一問一答）を2事例取り組むことができた。

３．21名の臨床看護師にプレテストを実施した。21名が試用し、949件の応答のうち返答率は87％だった。

４．使用感に対するアンケートでは、
＊活用できそう 66％
＊実際の患者との会話に類似している 80％
＊必要な情報が得られる 90％
＊看護学生に薦められる 76％

という評価が得られた。

【今後の課題】

本教材の実装試験とChatGPT活用の検討を要する。



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義



３. 研究開始当初の背景

2020年に発生したCOVID-19の影響により看護学生
の臨地実習が実施できなかった。それを受けて、神
戸大学医学部附属病院では、学生が院外からでも学
習を進めるために模擬の患者症例の提供を行った。
その結果、教員や学生から「代替学習は出来たが、
患者に会えない」「見たことのない状況を文字情報
からイメージするのは難しい」という意見が出た。
これに対し、視覚的な教材開発が必要と考え、
VR、メタバースを活用した教材開発を開始すること
となった。



4. 研究の目的

現実空間
の病床

１．患者に出会ったことのない学生
が患者の状況をイメージできる教材
として患者CGモデルを活用したVR
（メタバース）の病床を開発する。

２．患者と会話をしたことがない学
生がコミュニケーションを練習する
ためにチャットボットを活用したシ
ナリヲを開発する。



５. 研究の方法

https://www.kobe-
u.ac.jp/ja/news/article/2023_09_06_01/

＊ユーザーローカル社のチャットボットを採用し、成人患者、小児患者の会話シナリヲを作成した。
＊成人患者は神戸大学医学部附属病院看護部、小児患者は甲南女子大学小児看護学講座にて
プレテストを実施し、不一致質問に対応をして学習に必要なＱ＆Ａの飽和をめざした。



６. 研究成果

2023年2月～ チャットボットシナリオの開発
2023年6月 病室背景と患者CGをチャットボットシステム内

で連携完了
2023年６～8月 プレ使用による不一致質問の洗い出し
2023年9月～ 不一致質問への対応
202311～12月 臨床看護師へのヒアリング

【結果】
参加者数：21名
応答数：949件
返答率：87％、その他13％の不一致質問への対応は不要と判断し、

シナリオを完成とした。

【アンケート結果】
＊活用できそう 66％
＊実際の患者との会話に類似している 80％
＊必要な情報が得られる 90％
＊看護学生に薦められる 76％
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